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大磯町公私連携幼保連携型認定こども園設置運営事業者の 

提案内容等について 

 

 

１．設置運営事業者の概要  ※ 参考資料１「法人パンフレット」参照 

 (1) 法 人 名： 社会福祉法人 真澄児童福祉会 

 (2) 事務所所在地： 藤沢市片瀬５-13-15 

 (3) 代 表 者 名： 理事長 山下 隆 

 (4) 設立年月日： 昭和 47年３月 31日 

 (5) 法人職員数： 97名（令和４年８月１日現在） 

 (6) 運 営 施 設：  

施設名 開園年 所在地 施設区分 定員数 

富士見保育園 昭和 47年 藤沢市 保育所 143名 

深見台保育園 
昭和 50年 

(平成 25年民営化) 
大和市 保育所 120名 

佐助保育園 平成 31年 鎌倉市 保育所 96名 

  ※学校法人和敬学苑によるグループ幼稚園「むらおか幼稚園」(藤沢市)の運営実績あり 

 

２．事業者提案における主なポイント ※ 詳細は参考資料２「応募書類要約表」参照 

(1) 保育内容 

   ⇒ 大磯幼稚園が築き上げてきた保育を継続していくことを基本 

≪事業者が保育で大切にしていること≫ 

⚫ 自分で考え自分で行動する力が育つ 

⚫ 五感を使って経験する 

⚫ 様々なことに興味や関心を持てる 

(2) 開園時間 

平日 
標準時間 7：00～19：00（延長保育 18：00～19：00） 

保育短時間 8：30～16：30（延長保育 7：00～8：30、16：30～19：00） 

土曜 
標準時間 7：00～18：00 

保育短時間 8：30～16：30（延長保育 7：00～8：30、16：30～18：00） 

   ⇒ 町立国府保育園と同様の開園時間設定 
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(3) 提案定員 

幼稚園事業 １号認定（３歳児以上） 70人程度 
最終的には、 

事業者と協議し、 

計画定員 145人程度

で決定する予定 

保育事業 

２号認定（３歳児以上） 70人程度 

３号認定 
１・２歳児 30人程度 

０歳児 ６人程度 

合 計 176人程度 

   ⇒ 町の意向に合わせて調整可 

 (4) 職員配置 

役職 配置人数 役職 配置人数 

園 長 １人 養護教諭 １人 

副園長 １人 主幹栄養教諭 １人 

主幹保育教諭 １人 栄養教諭 ３人 

指導保育教諭 １人 事務職員 １人 

保育教諭 19人 その他 ５人 

合 計 34人 

   ⇒ 保育経験 10年以上の職員を３名以上、５年以上の職員を 1/3以上配置 

 (5) 実施する保育サービス 

   ⇒ 預かり保育（教育部）、延長保育（保育部）、一時保育（園児以外利用可）、

学童保育 

 (6) 給食 

   ⇒ 自園調理（調理・献立作成： 事業者実施） 

⇒ アレルギー食対応あり 

 (7) 保護者の費用負担 

   ⇒ 教材費（３～５歳児） 1,000円／年額 

   ⇒ 給食費（３～５歳児） 6,500円／月額（78,000円／年額） 

   ⇒ 詳細は三者協議（事業者、町、保護者）で協議 

 

３．施設整備計画  ※詳細は参考資料３「施設整備計画」参照 

 (1) 施設整備方法 

⇒ 「新設」  ・認定こども園（鉄筋造、２階建て） 

・学童保育クラブ（木造、平屋） 

 (2) テーマ 

⇒ 「地域とつながり、ひらかれた子ども園」 

 (3) 計画のポイント：  

⚫ 周辺環境に合わせた勾配屋根 ⇒ 近隣への圧迫感を軽減 

⚫ 既存樹を生かし広い園庭を確保 ⇒のびのびとした保育の継承 
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⚫ ４方向の避難経路の確保 ⇒ 安全対策 

⚫ 保育室等の配置 

【１階】 ０・１歳児室、２歳児室、ホール、職員室、調理室、ランチテラス、 

図書コーナー、一時保育室、子育て支援室 

【２階】 ３歳児室、４歳児室、５歳児室、テラス、職員休憩室・更衣室 

【別棟】 学童保育クラブ 

⚫ 「まちのテラス（園の玄関口）」 ⇒ 地域との気軽な交流、歩車分離 

⚫ 環境に配慮した取組み ⇒ 太陽光・風力エネルギーの利用、雨水の活用等 

 

４．今後のスケジュール  

令和４年度 

対象 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

設置・ 

運営法人 

            

保護者 

地域 

            

 

令和５年度 

対象 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

設置・ 

運営法人 

            

保護者 

地域 

            

 

令和６年度 

対象 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

設置・ 

運営法人 

            

保護者 

地域 

            

 

園舎建築準備（設計等） 

●説明（事業計画） 

●三者協議(事業者、町、保護者) 

旧園舎解体工事 

●説明 

(工事関係) 

園舎建築等 

引継･合同保育 

 

運
営
開
始
（
開
園
） 

 

家庭的保育事業の実施 
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【参考資料２】

※各項目を２５０字以内に要約したものを記載してください

（１）法人の状況

文字数 249

文字数 246

文字数 246

（２）園の組織・体制

文字数 246

文字数 249

応募書類要約表

①法人概要等（様式２－５）

基本理念・基本方針・
目標等

自分で考え自分で行動する力が育つ・五感を使って経験する・様々なこと
に興味や関心を持てる　これらの気持ちを持てるようにかかわり、職員
は・興味や関心が広がるきっかけとなる種をあそびの中に蒔く　・子ども
と信頼関係を築くことを念頭に保育をし、その気持ちに気づくきっかけと
しての五項目を「ごほんゆび」としています。
・いつでもどこでも「ありがとう」「ごめんなさい」を言いましょう・不
思議な気持ちを見つけましょう・「良い間違い」「悪い間違い」を知りま
しょう・お友達に拍手をしましょう・お話は顔を見て聞きましょう

応募の動機

見学時に、伝統のある大磯幼稚園を大切にされていることを感じました。
登園している子どもたちからも、穏やかな雰囲気の中で楽しい園生活の様
子が伝わってきました。ぜひ、この園で保育をしていきたいと感じたこと
が率直な動機です。私たちも日々このような環境での保育を目指してお
り、共感できる部分が多いと思います。姉妹園である幼稚園での経験、法
人施設での民間移管による安定した保育園運営、法人施設の園舎建て替
え、国の建物を活かした保育所開設という事例での経験など、法人として
培ってきた経験を活かしていきます。

法人の自己評価・
外部評価の取組み

園としての考え、理念を押し付けるのではなく、子どもたちと丁寧にかか
わり、それぞれのご家庭の立場にたった考え方を持ちいろいろな思いやご
意見に耳を傾けることを大事にしています。
日々、自分たちの行動を振り返ること、様々なところから意見伺うことを
しながら、改善が必要である場合は、早急に対応しています。
年に一度以上の自己評価、法人他施設の園長による視察、5年に一度を目安
にした第三者評価の受審、保護者の意見を募る機会を設けることなどを
行っています。令和5年度は法人施設で第三者評価を受審予定です。

①全体計画（様式４－１）

大磯幼稚園が築き上げてきた保育を継続していくことを基本とします。現
在の大磯町及び大磯幼稚園の理念と法人の理念は異なるものではないと
思っていますので、現在のの方向性、内容を変えることをせずに、一人一
人の個性を尊重し、のびのびと過ごせる環境、遊びを中心とした保育を基
本とします。
人生において最も大切ともいえる乳幼児期に様々な経験をし、その中で多
くの好奇心、さらなる探求心を持つことが「生きる力」となります。その
「生きる力」を子どもたちが自分の力で様々な場面で育むことができるよ
うに保育をします。

・子どもの言動に意味のあることを知り、受け止め、共感する保育をしま
す。
・健康、安全な環境の中で、子どもの豊かな感性や健やかな心とからだが
育つように、愛情と誠意をもった保育をします。
・一人一人の成長の芽を大切にし、遊ぶ楽しさや友達と一緒にいる喜びな
どを感じられる保育を大切にします。
・子どもと保護者の置かれた状況や意向を受け止めながら、保護者と手を
取り合い子育ての喜びや楽しさを共感しあえる保育を目指します。
基本的に保育園部門、幼稚園部門と分けることはなく、同じ教育課程の中
で保育を行います。

②評価の取組み（様式２－６）

教育・保育理念

教育・保育方針

1



【参考資料２】

文字数 247

開園時間：7:00～18:00（延長保育～19:00）
保育時間：7:00～18:00・8:30～16:30・8:30～14:30

開園時間：7:00～18:00
保育時間：7:00～18:00・8:30～16:30・1号認定はなし

開園時間：なし
保育時間：なし

３歳児 ２０人
４歳児 ２５人
５歳児 ２５人

小計（１号） ７０人
０歳児 ６人
１歳児 １２人
２歳児 １８人
３歳児 ２０人
４歳児 ２５人
５歳児 ２５人

小計（２・３号） １０６人

０歳児 ６人

１歳児 １２人
２歳児 １８人
３歳児 ４０人
４歳児 ５０人
５歳児 ５０人
合計 １７６人
３歳児 ２学級
４歳児 ２学級
５歳児 ２学級
合計 ６学級

文字数 247

文字数 250

全体の定員

個人で使用する物品については実費徴収を考えています。集団活動におい
て本児に支障が無いようであれば、引継ぎ前や転園前などで使用している
物品は引き続き使用できるようにします。
給食費に関しては、公定価格に食材費が含まれていないため３歳以上児ク
ラスにおいては徴収を考えています。コストを最優先するのではなく、安
全で安心できる食材、地元の食材、業者での食材調達を考えています。
その他、費用徴収を検討する場合は、法人としての考えを押し付けるので
はなく、アンケートなどで各ご家庭の意向を伺いたいと考えています。

④１号認定の選考方法（様式４－３）

選考の方法

就労の有無等に関係なく、希望の方は差別することなく入園でき、基本的
には申し込み順に入園許可とします。預かり保育を希望する場合は、こど
も園の開所時間であれば特別な条件なく受け入れます。
定員を超える場合は　①兄弟姉妹が在園しているものは優先して入園②大
磯小学校区内在住③大磯町内在住④抽選　の順にします。
本児の状況について健診等で相談されている、発達等に不安がある場合な
どは、願書提出の前に事前に相談いただき、本児が困難と感じないような
適した環境を行政と連携をとり様々な方法を検討していきます。

⑤保育料以外の保護者負担（様式５－２）

保育料以外の
保護者負担の考え方

土曜日

日曜日・祝日

開園時間・保育時間

１号認定の定員

②開園時間等（様式４－２）

平日

③定員区分（様式４－２）

教育・保育目標

現在行われている保育内容を変えずに継続します。丁寧な引き継ぎをし、
内容だけではなくその思いや考え方も大切に引き継いでいきたいと思いま
す。現在の保育内容を引き継ぐことを基本としますが、保護者の方の意見
を取り入れながら、よく検討したうえで新たな活動や行事を行う柔軟な姿
勢も持ちたいと思います。また、卒園児、卒園児の保護者の方、勤務され
ていた職員の方が遊びに来やすい雰囲気、行事を行いたいと考えていま
す。大切にされてきた園の雰囲気が今後も継続されていくようにすること
は大きな目標であると考えています。

２・３号認定の定員

学級数

2



【参考資料２】

文字数 247

文字数 249

園長 １人
副園長 １人
教頭 人

主幹保育教諭 １人
指導保育教諭 １人
保育教諭 １９人

主幹養護教諭 人
養護教諭 １人

主幹栄養教諭 １人
栄養教諭 ３人
事務職員 １人
養護助教諭 人

その他 5人

合　計 ３４人

文字数 245

文字数 249

⑥職員配置等

⑦安全対策・危機管理体制（様式７）

日常の園運営における
安全対策

「衛生マニュアル」を作成し、職員への周知徹底を図り衛生管理に努めま
す。マニュアルに基づきチェック表を作成し、清掃及び消毒を行い清潔な
環境になるように徹底し、感染症等が見られた場合には、広がらないよう
に情報を共有し予防策や対応を確認し、症状や対応及び予防策を保護者に
周知します。流行期には事前に伝えたり、保護者に知らるなど予防啓発に
努めます。行政機関や近隣の施設との情報共有を図り、予防及び感染の広
がりを防ぐようにします。研修や講習会に参加し、職員の衛生管理への意
識及び技術の向上に努めます。

非常時（事故・災害）
に対する安全対策

「事故防止マニュアル」を作成し安全管理について記載し使用します。マ
ニュアルの周知徹底を図り年数回以上会議での確認を行います。マニュア
ルに基づき安全点検を行い、補修及び改善が必要な場合は早急に対応しま
す。ヒヤリハットの作成を毎月行い集計及び分析を行います。そこで改善
が必要と思われる対応、改善が必要な場所が見られた場合は早急に対応し
ます。避難訓練を毎月実施します。様々な状況、避難方法等を想定し、現
状に即した訓練を実施し、消防署や行政機関と連携し講習等を行うなど保
護者の災害対策への啓発にも努めます。

職員配置の考え方
（様式６－２）

人材育成
（様式６－１）

働きやすくやりがいのある職場づくりへ向けて育成計画を作成し法人内で
共通理解をし人材育成に努めます。研修計画を作成し研修を行うことで専
門的な知識、技術の向上にも繋がります。マニュアルを作成し理念を共有
し質の向上を目指します。
法人では若者の採用・育成に積極的で、雇用管理の状況などが優良な中小
企業を認定するユースエールを受けていますので、その方向性を維持しな
がら、人材育成に取り組んでいきます。
研修を行い園全体に還元していくため、職員を定数より増やし安定したゆ
とりのある保育を実践していきます。

保育において経験は大切な要素の一つですので、10年目以上を3人以上、
5年目以上を全体の1/3以上配置し、複数担任制の中で経験等に応じバラン
スを考えてクラス配置をします。フリー保育教諭を多く配置し、非常勤保
育教諭を朝夕に重点的に配置します。
職員間のコミュニケーションを大切にし、新規採用者が安心して業務に取
り組めるようにし、経験ある職員や年齢が近い先輩職員とかかわりながら
業務を行いながら経験を積めるようにします。離職率が低く経験を積む職
員が増えることで、安全面の向上、充実した保育内容となります。

保育教諭等の配置
（職員構成）

3



【参考資料２】

文字数 189

（３）園の運営

文字数 250

文字数 245

文字数 235

文字数 233

個人情報等の取扱い

「園マニュアル」において明確な取り扱いを定め、守秘義務を順守しま
す。改善が必要な場合は早急に対応し、職員間で共通理解をします。
タブレット等による帳票作成、登降園管理システムなどを導入する際は、
必要以上の情報を入力せずに、閲覧者の権限などを徹底するとともに、厳
格なセキュリティ管理を行います。
情報の取得・情報の保管・情報の使用　において具体的な表を作成し職員
間で確認をします。

園児一人一人の集団生活の経験年数の違いなどが、様々な姿として現れる
ことが予想されますが、3歳以上児クラスは教育時間においては1号認定・
2号認定と分けずに過ごします。園児の在園時間、入園時期や登園日数の違
いを踏まえ、園児の一日の生活の連続性及びリズムの多様性に配慮し、園
児の発達の連続性を見通し一人一人の発達の過程に応じながら一貫した教
育及び保育を展開します。一人一人の状況に応じて、心身の負担に無理が
なく生活の流れをつくることができるように、教育及び保育の内容やその
展開について工夫します。

障がいのある子ども

②支援・配慮を要する子ども及び家庭支援が必要な保護者への対応（様式９）

積極的に受け入れる方向です。本児が障害を持ちながらも自立していくこ
とが大切ですので、本児に適した環境を保護者、関係機関と話し合い、本
児の為の視点ということを大切にします。
入園前に面談を行い本児及び保護者が安心して通えるように心がけ、受け
入れ後も保護者との連携を密にし専門機関の指導や助言を受け入れながら
対応します。サポート巡回を利用するなど個別配慮等の支援を学び、職員
間で共有しより細やかな配慮を行っていきたいと思います。法人施設での
対応を現状に準じて行っていきます。

アレルギー症状の
ある子ども

法人では厚生労働省「アレルギー対応ガイドライン」を基に「アレルギー
対応マニュアル」を作成、使用してアレルギー対応の徹底を図っていま
す。移管後は大磯町のアレルギー対応マニュアルに準じて対応します。該
当児については保護者及び関係機関と連携を図りながら対応します。状況
によって異なりますが基本的には除去食で対応します。しかし、対応しき
れないものもあるので保護者と対応を相談しながら提供します。法人での
アレルギー対応の食事提供の場合の取組みを園の現状を鑑みながら行いま
す。

①教育・保育計画

教育・保育課程等
（様式８－１）

大磯幼稚園が築いてこられたものを引継ぐことを基本とし、法人としての
保育理念、保育方針を融合し、保育園と姉妹園の幼稚園での知見を活かし
ながら計画を作成します。
子どもの発達過程を見通し、生活の連続性、季節の変化などを考慮し、実
態に即した具体的なねらい及び内容を設定します。ねらいが達成されるよ
う、子どもの生活する姿や発想を大切にして適切な環境を構成し、子ども
が主体的に活動できるようにします。発達の状況や日々の状態で柔軟に保
育をし、個別の関わりが十分行えるようにしたうえで、家庭や専門機関と
連携します。

幼保連携型
認定こども園として
特に配慮する点
（様式８－２）
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【参考資料２】

文字数 245

文字数 247

文字数 245

文字数 250

文字数 246

給食・調理等

③食育及び給食提供の考え方（様式10）

食育について

生長の様子や過程に触れ、収穫を喜び楽しんで味わうことは食への意欲、
関心を育みます。それは食育で大切なことですので積極的に行います。法
人でも自分たちで栽培し調理する喜びを味わうことで、食物のおいしさや
大切さを知ることができ、食への意欲や関心が高まっています。収穫した
ものを味わう体験として調理員と連携し給食のメニューに取り入れ、自分
たちで調理をするなど調理員と協力して年間を通して調理保育を行ってい
ます。調理員の仕事を知ることで給食を食べる喜びと共に感謝の気持ちも
持つことができるように配慮しています。

給食提供についての
考え方

園での「食」に関する基本方針を基に進めます。
業者の選定については、地元のお店かつ公立園や近隣の小中学校と取引実
績があり、園へ配達をして頂ける業者にお願いをし、「安全、安心な食材
を納入すること」を前提とします。
献立について、色々な料理をメニューにし、おたのしみ給食やバイキング
給食なども行いたいと考えています。
地域のお店の方々、栄養士、調理員と保育士が協力して子どもの豊かな食
生活につながるように配慮します。コストを優先するのではなく、安全で
安心できる食材を使用することを最優先とします。

献立作成：☑事業実施者→（□栄養士□調理師□左記以外）　□委託業者

調理担当：☑事業実施者　　□委託業者（業者名：　）

虐待等により
支援の必要な子ども

様々な機関と連携を図り情報共有します。園は子どもの様子を継続的に観
察することで虐待を早期に発見しやすい立場にあるので、まずは保護者と
の信頼関係を築き、保護者が抱え込まず相談しやすくなることに努め虐待
に至る前に防げるように支援します。虐待についての対応を職員へ周知を
図り、理解を深めることで早期発見に努め、気になる事項がある場合は情
報共有を行います。マニュアル内のチェック表を用い客観的な視点を大切
にし、虐待を発見、または疑われる場合は園内に留めるのではなく、他機
関との連携を図り対応します。

それぞれの家庭に合った必要とする支援を汲み取っていくことが大切であ
ると考えます。支援を必要としていても言い出せなかったり、今後支援が
必要とされる状況となっていることが予想されることもあります。まずは
保護者が相談しやすい環境となるように保護者と信頼関係を築くことが重
要であると考えています。いつでも話し合える環境、相談しやすい環境と
なり、保護者が安心して園を利用できるように努力します。
支援が必要であると考えられた場合は、早い段階で行政と相談しながら適
切な機関を保護者にお勧めしていきます。

外国籍等
文化の異なる子ども

外国にルーツを持つ保護者にとって言語、文化に関わる問題は大きいもの
であると考えます。日本語でうまく意思疎通ができなかったり、文化・習
慣が異なることによるトラブルが起こったりしないように配慮します。状
況により、行政に相談します。特に具合が悪いなどの場合は早急に対応し
ます。
生活習慣の違いや宗教上の理由によるものなどへの配慮も大切にします。
必要であれば食事に関しても対応します。
本児、保護者が言葉や文字が分からなくて困ることのないように、「やさ
しい日本語」で情報を提供し個別対応をしていきます。

家庭支援の
必要な保護者

アレルギー食対応：☑対応する　　□対応しない
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【参考資料２】

文字数 246

文字数 245

文字数 240

文字数 249

文字数 249

小学校との連携等

体験交流を積極的に行いたいと考えています。小学校へ行き交流をするこ
とで期待が高まり、不安も小さくなること思います。小学生が園へぜひ体
験に来てもらいたいとも考えています。小学生も自信になりますし、憧れ
も高まるのではないかと考えています。卒園後も小学校での生活を見に
行ったり、お聞きする機会を設けることができればと考えています。
他施設との交流も行いたいと考えています。お互いに刺激を受け楽しい思
い出も増えるのではないかと想像します。難しいかもしれませんが給食を
食べる交流などもできればと考えています。

交通安全対策

導線及び出入口を明確に分けます。車での送迎は駐車しやすいスペース、
台数にし通行も一方向になるようにします。車の発進、駐車時には死角を
減らすこと、車から降りた後の動きにも配慮し、混雑時や雨天時には職員
が必ず立つようにします。
子どもだけで行かない、子どもを置いていかないなどのルールの周知徹底
を図ります。送迎時間の違い、学童クラブの送迎などにおいてセキュリ
ティも含めた安全面を最優先にし、利便性も考慮しながら送迎等に対応し
ます。近隣の方々には様子をお伺いしながら、改善が必要であれば早急に
対応します。

⑤保護者に対する支援（様式12）

保護者に対する
支援・連携

毎日のコミュニケーションを大切にし保護者の方と信頼関係を築くことで
相談しやすい雰囲気作りをします。
保育の様子や活動への取り組みを積極的に発信していきます。園だよりの
他にクラスだよりを月1回以上発行し、日々の保育の様子を写真を使って情
報提供として掲示します。
年2回程度の懇談会、個人面談を年1～2回程度の実施を検討しています。
相談がある場合は随時、面談も含めて、保育の様子を見ていただくなどの
機会を設けます。
アンケートや意見箱の設置などを実施し意見を聞きやすい環境を整えま
す。

⑥その他配慮する取組みや提案（様式13－1）

保護者との連携

施設だより：　☑発行する（年　１２　回発行予定）　　□発行しない

連絡帳：　　　☑作成する　　□作成しない

苦情受付窓口：☑設置する（具体的に：苦情解決制度の設置・保護者周知）

④地域との連携等（様式11）

子育て支援事業

地域子育て支援はとても大事な役割であると考えています。職員の人数構
成、配置は余裕のあるものにし積極的に行っていきます。
地域の子育てをされている方が気軽にお子さんを遊びにつれてくることが
でき、相談なども気軽にできるような場所はとても重要であると考えてい
ます。セキュリティ面に配慮しながらではありますが、園庭や園内の開放
を積極的に行います。
数日程度を利用する保育ニーズは高く必要であるとの考えから一時預かり
の実施を考えています。内容を行政機関ともよく検討し積極的に取り組み
たいと考えています。

地域との連携・交流

地域社会と連携して保育が展開されるよう配慮し、自然豊かな大磯の環
境、地域の方々などの人材、地域の行事、地域の食材、施設などの素晴ら
しい環境を活かし子どもたちの健やかな成長につなげていきたいと考えて
います。
地域の方をお招きしたり、地域の清掃、近隣の小・中・高校などとの交流
など、現状を鑑みながら積極的に地域との連携に取り組みます。
保育においては「おおいそたんけん」と称して、地域のお寺や歴史のある
場所を訪れお話を聞いたり、地域や周囲の方々に愛着を持てるような活動
を行いたいと考えています。
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【参考資料２】

文字数 237

文字数 250

文字数 244

文字数 204

文字数 94

文字数 150

⑧家庭的保育事業の運営に関する提案（様式13－３）

教育・保育理念

ひとりひとりと真摯に向き合い、寄り添い、受け止める。
保護者と信頼関係を築く。
人に対する信頼感を育む。

低年齢児が長時間過ごす場所となるので安心して過ごせる保育環境や言葉
かけをする。

教育・保育方針

ひとりひとりの個性や成長に合わせたゆったりとした保育の中で自己肯定
感を育む。
ひとりひとりの個性や成長に合わせた豊かな感情表現を育む。
たくさん遊び、おいしく楽しく食事をし、ぐっすり眠り、健康な心と体を
育む。

お迎えの保護者が安心できるように、その日の姿や活動を共に喜びを分か
ち合えるように伝える。

開園準備や開園後の
取組み等

子ども、保護者の不安、混乱を招かないようにしていくことが、民間移管
において最優先であると考えています。保育方針、保育内容を引き継ぐこ
とを大切にし引き継ぎ保育を丁寧に行います。現在の職員の方々には移管
後もできる限り勤務していただけるようにお願いをしたいと考えていま
す。準備における打ち合わせなどにおいては、連携を密にとりながら随時
行わせていただければと考えています。開園後においても、連絡や相談を
密に行い、子どもたちの育ちを一緒に見守っていく思いを共有できればと
考えています。

その他

保護者の方の意見を様々な場面で聞く機会を設けニーズを汲み取ります。
一意見ではなく、意見に対して多くの賛同が得られた場合は実施できるよ
うに努めます。保護者からの相談を園内ですぐに情報共有し、必要なニー
ズに応えられるようにしていきます。
法人施設では、タブレットによる登降園管理システムを取り入れ、保護者
の方との連絡帳や出欠席の連絡をスマートフォンで行っています。保育者
とのコミュニケーションの時間は以前より増え、家庭での朝の忙しい時間
などは軽減されていると保護者からは好評いただいています。

施設整備にあたっての
考え方

新設とし園整備時においては既存施設及び園の運営への影響が最小限とな
るように留意します。
また、日照・工事中、開園後の騒音・交通対策・環境面に配慮し誠意を
持って対応します。
工事中の安全確保としては、車両の出入りする時間等を明確にし、特に車
両の出入りが多い時などは警備員を配置するなどの配慮をします。
近隣の方々には、計画の概案時・計画実施前に説明会を行うとともに、ポ
スティング及びご挨拶に行き意見を伺います。

⑦施設整備計画（様式13－２）

環境に配慮した
取組み等

既存の施設の設備及び備品については可能な限り移管後も有効活用させて
いただきたいと考えています。環境負荷の軽減の意味もありますが、様々
なところに思い出が残っていることで、卒園児、保護者、職員の方々が遊
びに来てくださった時に喜びにつながるのではないかと思いますし、大切
な思い出が繋がっていくことと思います。
環境負荷が少ない設備、ソーラーパネル、雨水タンク、コンポストの設置
などを行い、自然エネルギーの活用、資源の有効活用を子どもたちが見て
分かりやすいものを取り入れ、未来につながる活動も行っていきます。
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【参考資料２】

文字数 104

１歳児 ２人

２歳児 ３人
合　計 ５人

開園時間：7:00～18:00
保育時間：8:00～17:00
開園時間：
保育時間：
開園時間：7:00～８:00・17:00～18:00
保育時間：利用は8時間以内
開園時間：
保育時間：

文字数 136

家庭的保育者 ２人

家庭的保育補助者 ２人
合　計 ４人

食事の提供方法
文字数 250

小学校第１学年 １０人

小学校第２学年 １０人

小学校第３学年 １０人
合　計 ３０人

文字数 135

⑨学童保育クラブの運営に関する提案（様式13－４）

基本方針

ひとりひとりの子どもが、安心して生活できる場としての実感を持てるよ
うにする。
子どもたちの思いや感情を受け止める。
＊生活を豊かに築いていくことができるようにする
＊自分自身を大切にし、友達を大切にし、支えあっていけるようにする。
＊自分で考え自分で行動する力を育てる。

利用定員

定員

職員配置の考え方

基本的には常時2名配置で保育を行います。
1名以上を常勤職員とし、朝・夕などの勤務時間により非常勤職員が勤務し
ます。
夏季休暇などの対応時は法人他施設からの職員派遣を行います。（派遣職
員は事前に実施施設で研修として保育を行います。）経験豊富な職員を配
置するように努めます。

職員数

☑自園調理　　□外部搬入　　□調理業務外部委託

家庭的保育事業実施に
あたっての提案事項

大磯幼稚園内での事業という点を活用し、在園児と遊ぶ機会を設けること
ができればと考えています。安全に配慮しながら、園庭や保育室で遊ぶこ
とで、子どもたちにとって喜びになるのではないかと考えます。
移管後においても安心できる環境の中で継続して利用でき、新入園児の中
でも伸び伸びと過ごすことで、他児もスムーズに園生活に慣れることがで
きるのではないかと考えます。職員においても、移管後も勤務することで
在園児、職員とのかかわりも深まり園運営において、潤滑に進められるた
めの重要な人材になるのではないかと考えます。

平日

土曜日
（実施は任意）

開園時間

延長保育時間
平日

土曜日
（実施は任意）

教育・保育目標

毎日楽しく登園出来る。
保護者の方が安心して預けることができる。
お家の方と一緒にお子さんの成長を喜びあえる。

子どもたちが楽しく過ごすことができるような、年齢に合わせた絵本や教
材などの環境設定を準備する。
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【参考資料２】

文字数 190

文字数 250

文字数 214

文字数 193

文字数 159

文字数 246

意見や要望等への対応

送迎時のコミュニケーションの中でのニーズの汲み取り
意見箱を設置し随時ご意見をうかがえる場所を設ける
年2回程度のアンケートの実施　を行います。
改善が必要と思われる場合は、園長をはじめとした職員間で情報共有をし
早急に対応します。また、いただいたご意見及びその対応や施設の考え方
などはたより等で保護者に伝えていきます。

学童保育クラブ実施に
あたっての提案事項

こども園に隣接した施設ということを活用し、園庭や園内で安全に在園児
とかかわる機会を設けます。在園児にとっても楽しく、小学生にとっても
自信につながることも多くあると考えます。小学生に負担にならないよう
に配慮しながらかかわりを深めていきます。
学童だからこそ経験できる集団での活動、異年齢とのかかわりなどを存分
に生かし、ゲーム遊びや製作、調理保育などを行い、予定が合うようであ
ればこども園での行事等への参加も検討します。
少人数や一人で過ごしたいなど一人一人の思いや様子に配慮しながら活動
します。

職員の採用

法人採用とし、常勤職員2名程度、常勤的非常勤を含む非常勤職員４名程度
の採用を考えています。養成校の学生や保育を志す方などを積極的にアル
バイトとして採用し、活気あふれる環境の中で安全で安心できる学童とし
ます。
法人採用としますが、本人の希望により学童実施の時間に合わせた勤務時
間、または学童を実施していない時間帯はこども園での勤務を選択できる
ようにします。本人の希望を考慮し、学童からこども園またはその反対で
の配置転換も行えるようにします。
法人内職員として、待遇は同様にし福利厚生なども同様とします。

危機管理

新設施設の中に保育室として設置しますが、出入り口は別とします。出入
り口には施錠、カメラを設置し不審者対策とします。
室内の出入り口は別に設け、災害時においては2か所からの避難経路を確保
します。また、避難訓練は年に数回以上こども園と合同で行います。
大磯小学校へは、職員が授業終了時に迎えに行くことを想定しています。
迎える場所、時間帯などは小学校及び町と相談させていただければと思い
ます。今後は可能であれば車での送迎も検討します。

利用料設定

諸条件にある利用料設定とします。延長保育　30分につき500円を想定し
ていますまた、別途おやつ代として実際の食数×50円を徴収することを考
えています。
長期休み時（土曜日を除く）　給食費　実際の食数×３００円
その他、製作物等は運営費等の中で賄うことを想定していますが、他施設
の状況をお聞きしながら行っていきます。別途徴収を検討する場合は、利
用者の方にご意見を伺うことを最優先とします。

日常の育成内容

安定した関わりの中で子どもたちが豊かに育つ
こども主体のあそびと生活を通して活き活きと活動できる
生活の場としての位置づけとし、明日への繋がりが持てるようかかわる。
子どもたちが学童で幸せに過ごすことで、保護者は安心して預けることが
できます。
子どもたちが毎日楽しく通える学童保育をとなるように努めます。
園の施設を大いに活用し、遊ぶだけではなくゲームや製作などを行ってい
きます。
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『 地 域 と つ な が り 、 ひ ら か れ た 子 ど も 園 』

山と海に包まれた自然豊かな町、大磯.

新しく計画されるこども園ではより一層のびのびと、地域にひらかれたこども園を目指します.

周辺環境に合わせた勾配屋根と建物を分節し近隣建物とスケールを近づけることで地域に馴染ませる.
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